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Summary 
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The Ariake c1ay is a compressible soft marinεclay whose natural water content is mostly 
greater than the liquid limit (the liquidity index is greater than 1) and whosεsensitivity ratio 
巴xceedsmostly 16. 
Since the e-logp (日:void ratio， p:consolidation pressure) curves for th己undrainedAriake 
clay become generally convex downward due to the high sensitivity of clay， itis difficult to 
det邑rminethe prεconsolidation load Pc and the compression index Cc. 
Howev己r，the loge-logp plots b君camestraight lin巴swhich have different inc1inations ne and 
np inthe ovεrconsolidated and normally consolidated r巴gion，respectively. And the yield consoli喧
dation stresses P y determin吋 asthe p coordinates of the intersection of both straight lines werε 
apppr‘oximately in accordance with the Pc. 
Th邑relationshipbetw日日nnp and th巴initialvoid ratio eo for the undisturbed Ariake c1ay was 
obtainεd as 
np =4.64-0. 20eo (eo議2.0). 
From the above np equation and the definition of Cc， the Cc記quationwas♀xpress芭das a function 
of eo only by 
Cc=色。/(2.02-0.087日。).
The nεwly obtain邑dc equation was found to give thεupper limit of the告xperimentalCc values 
for the undisturbed Ariakεclay. 
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しはじめに
有明粘土は自然合水比が液性限界より大きく(液性指数が1以上)，したがって鋭敏比が高い
(ほとんどが16以上)ために，庄密試験により得られる e~logp 曲線 (e :間隣比， p: 
力)の正規圧密領域は Fig.lに示すように下に凸な訟線(初期間陳比の大きいもの程この傾向
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Fig. 1 e~logp curv色sfor undisturbed Ariake 
caly 
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Fig目 2 Relationship between loge and logp 
for undisturbed Ariake clay. 
E戸本ら吋ま庄密試験結果の e~logp 法は多分に経験に
は強い)となり，圧縮指数や圧密降伏応力の決定が圏難である.これに対して，藤)11ら1)および
くものであり特に理論的根拠は少な
いとしてヲ e~logp 法に代わるものとしての loge~logp 法を提築している.
本報は， loge~logp 法山とその特徴，および loge~logp 車線関係および種々の粘土について
の実験結果より導かれた圧縮指数式の不撹乱有明粘土への適用性を検討したものである.
2. loge~logp):去について
藤)1ら1)および甲本ら内こよれば，不撹乱土
の正規圧密領域における p~ε 関係 (ε: ひず
み)は次式で表される.
p= ap (emax ε) 向 (ey三五ε妥εmax，py三五
p) ・6…H ・H ・-…… H ・H ・-…...・ H ・-……(1)
ただし， apは定数，npはベキ数， εyおよびめ
はそれぞれ庄密降伏時のひず、みおよび圧密圧
力， emaxは縮限界持のひず、みである.また，
Emaxは初期間隙比eoを用いて次式で与えられ
る
εmax eo/(l十eo) .・ H ・.*..・ H ・..……(2)
一方， eは次式，
ε工作。 e)/(l+eo) …………...・H ・.(3)
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Fig. 3 Relationship between ey and日。 for
undisturbed Ariake c1ay 
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Fig‘4 Comparison of py (present method) 
with Pc (Casagrandεmethod). 
0.1 
で与えられるので， (2)， (3)式を(1)式に代入し
て次式を得る。
p=ap {e/( 1 +eo) }-np ………………(4) 
(4)式によればpとeの間には両対数紙上で
藍線関係が成立する.
Fig.2 は不撹乱有明粘土の典型的な loge~logp 関係を示したものである@
留によれば， loge~logp 関係は過圧密および正規庄密領域において勾配の異なる二本の直線
となることが分かる.この二本の直線は比較的簡単に作図されるので，このニ誼線の交点の座
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Fig. 5 Charact巴risticsof remolded corpres-
sion index C'c (rearranged from t巴st
d呂taobtained by Fujikawa et aP)) 
(ey， py) は簡単に求められる@
この諜にして得られた ey，pyの値の意味について考察してみよう.
1 ) eyについて:いま eyとeoとの関係を示したものが Fig.3である.留によれば，両者の関
係は次式で表される.
ey = O. 954eo ・H ・H ・..……...・ H ・-・…...・ H ・H ・H ・..…………...・ H ・...・ H ・-…..，・ H ・-……...・ H ・"(5)
(5)式は藤)1ら明王種々の粘土について得た関係式と全く一致している.このことから，不撹乱有
明粘土の場合，圧密降伏は初期間際比の約95%の点で生じるといえよう.
2 ) pyについて:さらに， pyとカサグランデの方法による圧密先行荷重あとの関係を示した
ものが Fig.4である.図によれば9 データはほぼ45。線上にあり両者の一致はかなりよい，した
がって，カサグランデの方法による Pcの値の決定法がかなり面倒なことを考えるとき loge
~logp 法により求めための値を Pcの値とみなすことは大変便利で、意義のあることと思われる.
3. Ef.繍指数式について
1 )完全不擾乱粘土の場合:Fig.5は，藤)1ら3)が完全に撹乱した種々の粘土について得た
縮指数C'cとeoとの関係を整理し直したものである.図において，Cc~e。関係が包絡線を有する
として，包絡線式に指数式を当てはめると次式が得られる.
c' c O. 37eo1.59 ………….・ H ・..….....・ H ・-…....・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・...・ H ・..……………(5)
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(5)式は液性指数L=Oの時の C'cを連ねた酪
線となっており，一般に ILがIJ、さいほど鋭敏
比は小さい4，5)ことを考慮にいれると，当式は
鋭敏比の影響を受けない，すなわち完全不撹
乱状態の一般的な圧縮指数式となるものと考
えられる.
2 )完全舗蓄し有田島粘土の場合:Fig. 6は藤
川ら 3)および大坪6)が得た完全擾乱有明粘土
のC'cとむとの関係を整理し直したものであ
る.関より， eo;玉4.0において直線式を当ては
めると次式が得られる.
c' c O. 23eo ………...・ a・.・H ・..………(6)
(6)式は有明粘土の完全撹乱状態における配縮
指数式となると考えられる.
3 )不捜乱有明粘土の場合:(4)式を微分し
て整理すると，
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Fig. 6 Relationship betweεn C'c and eo for 
r日moldedAriake clay. 
dp= (npp/e)de .・ H ・...・ H ・H ・H ・...・ H ・.• ~ . .・ H ・...・ H ・.…..・ H ・...・ H ・..………...・ H ・.…(7)
(7)式を変形して，
pde/dp= -e/np .'.・ H ・-…・・… H ・H ・-…一… H ・H ・..…・… H ・H ・-… H ・H ・-…一・…・… H ・H ・-……(8)
ここで，圧縮指数 Cc は定義より e~logp 泊線における直練部の勾配であるから，
Cc I de/d(logp) I 
ヰ I 2.3pde/dp I .・ H ・...・ H ・-・ 2・・・・・・・・・・・・・・・・・ e・・ e・・・・・・・・・・・・・べ9)
(8)， (9)式より，
Cc=2.3e/np .・ H ・...・ H ・H ・H ・..…………...・ H ・H ・H ・.…..・ H ・...・ H ・.…..・ H ・.…..・ H ・-…(10)
いま{壬意の eの値として eoをとり，不擾乱手言明粘土および自然間諜比の大きい不擾乱有機質
粘土7)について得られたnpの髄をeovこ対して示したものが Fig.7である.関より， np~e。関係は
eo主2.0において直線関係を復定すると次式で表される.
np =4 .64-0. 20eo ...…..・ H ・..……...・ H ・-…..，・ H ・...・ H ・-・…..・ H ・...・ H ・-・…..・ H ・-……(1)
(1札 (lD式より不撹乱有明粘土の一殻的Cc式として次式を得る.
Cc=eo/ (2.02-0. 087eo)……...・ H ・H ・H ・...・ H ・.，……………...・ H ・...・ H ・..…………………(12)
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Fig. 7 Relationship betw日巴nnp and eo for undisturbed soils. 
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Fig. 8は不援苦し有明粘土について
により得られたとむの関係を示した
ものである傘閣にはまた(5)，(6)，ω)式を
も開時に示している e 留によれば，
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れているのが分かる， υ 
また，図において， (12)式よりのの纏
が実験健の上限値となっていることは大
変興味深い e
5 .おわりに
不擾乱有明粘土の圧縮特性について
験的および解析的に調べた結果以下の事
柄が明かとなった@
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Fig. 8 Characteristics of undisturb巴dcompression 
ind巴xCc for Ariakεclay. 
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(1) e~p 関係は雨対数紙上において過庄密領域および正規庄密領域により る勾配(それ
ぞれ leおよび IIp) を有する直線となる@
(2) 両圧密領域における loge~logp 藍線の交点の p座壊である圧密捧伏能力 pyはカサグラ
ンデ法による Pcとほぼ一致した@
(3) 不撹乱有明粘土の npと初期間障上じむとの関係は eo詮2.0の範囲において次式で与えられ
る.
Ipニ4.64 O. 20eo 
(心 不撹蓄し有明粘土のCc式は次式?表され，
CC= (2.02-0.087eo) 
よりのCcの計算値は実験値の上限を与える。
饗
有明粘土は，自然含水比が一般に液性限界より大きく (液性指数が1より大)，高鋭敏(その
ほとんどが鋭敏比16以上)，高圧縮性の海成軟弱粘土である@
鋭敏比が高いために，圧密試験により得られる e~logp (e :間際比ラ p:!王密圧力)曲線の正
規EE密領域は下に凸な曲線となりヲ庄密先行荷重 pcや圧縮指数の決定が閤難である.
しかし， e~p 関係を両対数表示すると loge~logp 関係は過圧密領域および正規正密領域に
おいて異なる勾配(それぞれ neおよびnp)の直線となる.しかも. l向車線の交点の p 擦の値
として決定した圧密降伏応力めは近似的にカサグランデ法のあと一致した e
不謹乱有明粘土の%と初期間隙比eoとの関係は eo詮2.0の範囲において，
Ip 4.64 O. 20eo 
が得られた.このおp式と Ccの定義より，Cc式がむのみの関数として次式で表された，
CCニ (2.02--0.087eo)
このCc式は不撹乱;有明粘土について により得られるCc値の L限を与えることが分かった。
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